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情報通信技術の発達とその急速な普及により、インターネット上で、多様な情報が流通して

いる。伝統的な学習スタイル、つまり、教室において、教師あるいは教科書から一方的に、知

識を与える受動的な学習スタイルより、外国語学習者は自分が興味を持っている情報を手に入

れるために自ら外国語を学習し、必要な情報を探す。近年、日本語学習者は文化的背景が多元

化する中、さまざまな学習ニーズに合わせ、多様な学習スタイルが生まれた。その中に、イン

ターネット上の通信情報サービスのような学習リソースを利用し、日本語を独学する日本語学

習者がいる。このような学習者を「独学者」と呼ぶ。  

筆者自身も日本語独学者の一員である。来日前に知り合った日本語学習者も全員独学者であ

る。日本語独学者の一員だからこそ、独学者の実態を体験しただけでなく、独学者の抱える問

題も分かる。独学者の多くは日本語能力試験などの試験を受けたことがなく、日本語が上達し

たいとも思っていない。日本語が上達する独学者は少なく、日本に留学までする人は数えるほ

どしかいない。しかし、これから筆者のような日本語独学者が増えるだろう、彼らは来日後、

どのような悩みを抱えるのか、どのように独学した日本語を活用するのかなどについて探るた

め、この研究を行う。  

本研究では、日本語を独学し始め、強い信念を持って留学にまで辿り着いた中国人留学生を

対象に、言語学習ヒストリー(LLHs)を用い、彼らの日本語学習の動機、動機づけの変化、日

本語は彼らにとってどのような意味を持つか、を調査する。また、各学習段階における彼らの

日本語への意味づけを明らかにする。さらに、日本語の意味づけの変化に影響する要因を考察

する。リサーチクエスチョン(以降は RQs)は主に以下の 3 つである。 

 

RQs (1) 独学者が日本語学習を始めるきっかけと継続の理由は何か  

RQs (2) 独学者にとって日本語の意味づけは、学習段階によってどのように変化したか 

RQs (3) その変化を起こした理由は何か 

 

研究課題の解明のために、次の 5 つに関わる先行研究を概観・考察する。「独学」「動機づけ」

「Shoaib＆Dörnyei 動機構成概念の７つの局面」「言語学習における「消費」と「投資」」「言

語学習ヒストリー(Language Learning Histories 以降 LLHs)」。  

本研究の調査対象は日本語を独学し始め、日本に留学している 3 人の中国人留学生である。 

3 人は日本語の学習経歴は同じで、日本語を独学し始めた後に、日本語学校に通い、大学・大

学院へ進学した。 

LLHs の調査は WeChat を使って行った。まず、データ内容の適切さを保つため、事前に短

いインタビューをして内容を把握した上で、それまでの日本語学習について LLHs を語って

もらった。インタビューの会話データを文字化し、「動機構成概念の７つの局面」を援用し、学

習段階での学習動機と日本語の意味づけを分析、考察した。  

分析の結果、日本語の意味づけは留学時の興味、余暇活動ための「消費」から実利を求める

ための「投資」へと変化したこと、また調査対象者らは「日本語学習者」から「日本語使用者」

に変化したことが分かった。その変化は動機づけの変化による。また、独学者に最も動機づけ

の変化を起こす動機構成概念の局面は、「L2 接触と環境文脈に関係した局面」「情意的・統合

的局面」「道具的・実用的局面」「自己概念に関係した局面」「目標に関係した局面」であり、内

的要因が動機づけや日本語の意味づけに影響していることが分かった。さらに、独学者には外
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的要因の影響が少ないことも分かった。つまり、日本語独学者に影響しているものとしては、

独学者自身の内的要因が大きい。  

この結果から、独学者の日本語学習にとっての日本語の意味づけの変化について、以下のよ

うにまとめることができる。 

 

(1) 学習の継続は目標達成への強い信念を持つことが大きい 

(2) 日本留学経験に与える言語学習への「投資」意欲 

(3) 日本語文法上の問題 

(4) 外的及び内的要因 

 

本研究で調査対象とした独学者たちの日本語の意味づけは、日本への興味や余暇活動、娯楽

のための「消費」から、日本語学習によって日本語を身に付け、それを使って何かをすること、

つまり実利を求める「投資」に変わり、その後ネイティブのように日本語を話せる日本語使用

者に辿り着いた。本研究の結果を見る限り、独学者の日本語への意味づけは「消費」から「投

資」へ移行する傾向が見られる。 

その変化の要因として、学習者の情意面からの動機づけがあり、彼ら自身の学習意欲が強く

なったということがある。それだけではなく、自身を取り巻く環境から影響を受け、道具的・

実用的面から動機づけが深まったことがわかった。このようにして独学者としての学習意欲が

徐々に増していったと言える。 

学習者は多様で、それぞれのニーズも異なる。特に独学者たちは学習の自主性と自由度を最

大限に有しているため、これまでの教室内学習者を対象にした研究で見られたものとは異なる

特徴が見られることが予想される。本研究により、独学者なりの学習方法、特徴などが確かに

存在していることもわかった。このような学習方法や学習行動などの研究が、教室内学習者の

問題解決へとつながることも期待できる。 
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